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人材採用・入社後活躍のエン・ジャパン株式会社（本社:東京都新宿区、代表取締役社⻑:鈴⽊孝⼆）が運営
するミドル世代のための転職サイト「ミドルの転職」（ https://mid-tenshoku.com/ ）上で、サイトを利
用している転職コンサルタントを対象に「年収1000万円超ミドルと1000万円未満ミドルの経歴の違い」に
ついてアンケートを⾏ない、109名から回答を得ました。

―「ミドルの転職」転職コンサルタントアンケート集計結果―

■ 調査結果詳細
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調査結果 概要

★

Copyright(c) 2018 en-japan inc. All Rights Reserved.

★

★

73％の転職コンサルタントが「年収1000万円超ミドルは、
平均給与額が高い業界でキャリアを積んできている」と回答。

1： 73％の転職コンサルタントが「年収1000万円超ミドルは、
平均給与額が高い業界でキャリアを積んできている」と回答。（図1）

年収1000万円超が実現しやすい業界、第1位「コンサルティング」、第2位「⾦融」、
第3位「商社」。

「年収1000万円超ミドル」の実態調査

年収1000万円超ミドルと年収1000万円未満ミドルの違い。
経歴以外では「ヒューマンスキル」「コミュニケーション能⼒」「成果へのこだわり」「学習習慣」。

転職⽀援のプロである転職コンサルタントに「経歴において、年収1000万円未満のミドルと比べて1000万
円超のミドルがより多く該当するのはどれですか」と質問したところ、73%が「平均給与額が高い業界で
キャリアを積んできている」と回答しました。次いで多かったのが「外資系企業で実績を出している」
（71%）、「⼤⼿企業に⻑年勤めている」（56%）でした。

73％の転職コンサルタントが「年収1000万円超ミドルは、
平均給与額が高い業界でキャリアを積んできている」と回答。

【図1】経歴において、年収1000万円未満ミドルと比べて1000万円超ミドルがより多く該当する
のはどれですか。

73%
71%

56%
32%

29%

19%
18%

8%
4%

0% 20% 40% 60% 80%

平均給与額が高い業界でキャリアを積んできている
外資系企業で実績を出している

⼤⼿企業に⻑年勤めている

MBAや専門性の高い資格を取得している
海外勤務経験がある（語学が堪能）

ベンチャー企業でチャレンジングなキャリアを構…

起業家・創業者
世襲により経営層となった

その他

ベンチャー企業でチャレンジングなキャリアを構築している



Copyright(c) 2018 en-japan inc. All Rights Reserved.

2：年収1000万円超が実現しやすい業界、第1位「コンサルティング」、第2位「⾦融」、
第3位「商社」。（図2）

年収1000万円超ミドルに多い経歴として「平均給与額が高い業界でキャリアを積んできている」と回答した
転職コンサルタントに「年収1000万円超が実現しやすいのは、どの業界ですか」と質問したところ、第1位
「コンサルティング」（62%）、第2位「⾦融」（60％）、第3位「商社」（55%）という結果になりまし
た。上位3位の業界の現状と今後の展望について、転職コンサルタントの⾒解もご紹介します。

【図2】年収1000万円超ミドルに多い経歴として「平均給与額が高い業界でキャリアを積んできている」と
お答えになった⽅に伺います。年収1000万円超が実現しやすいのは、どの業界ですか。
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＜年収1000万円超が実現しやすい業界の現状と今後の展望について＞

◎コンサルティング
・コンサル業界は転職先として同業界と事業会社という2つの選択が可能なので、売り⼿市場は継続す

ると予想します。

・グローバル化の拡⼤に伴い、社外のコンサル情報を活用する機会が拡⼤する。特化した領域と総合的
な領域の双⽅を網羅した、「コンサルティング」⼒が求められる。

・高水準は以前と変わらず。今後も景気を揺るがす事態が起きない限り、この水準に⼤きな変化はない
のでは、と思います。

◎⾦融
・業界の中でもFintechやスタートアップ企業の求人が活発で、今後も高年収帯や新規事業系の求人は

伸びる⾒込み。ただし業界全体での転職市場は鈍化傾向。

・⾦融に関しては、Fintechなどの影響で業界の就業人口が減るものと予想します。業界に残ることが
できれば、年収水準そのものは下がらないと思います。

◎商社
・商社では、さらにグローバル化が進んでいます。実際に経理や法務などの管理部門でも語学⼒を求め

る求人が増えていますので、今後「語学⼒」はスキルとして求められていくだろうと考えます。

・商社でも⼤⼿5社限定です。これからはもっと厳しくなると思います。
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3：年収1000万円超ミドルと年収1000万円未満ミドルの違い。
経歴以外では「ヒューマンスキル」「コミュニケーション能⼒」「成果へのこだわり」「学習習慣」。（図3）

経歴以外で、年収1000万円超ミドルと年収1000万円未満ミドルに⾒られる違いの有無を質問したところ、
55%の転職コンサルタントが「ある」と回答しました。

具体的な違いとして、「ヒューマンスキル（マネジメントスキル、目標設定能⼒、部下育成など）」や「コ
ミュニケーション能⼒が高く、ロジカルな思考で意思決定が早く、数字に強い」、「眼前の課題や目標に対
する成果へのこだわりの強さ」、「新しい知識や情報を得ることの習慣化」などが挙げられました。年収
1000万円超を目指すミドルに対する転職コンサルタントのアドバイスもご紹介します。

【図3】経歴以外で、年収1000万円超ミドルと年収1000万円未満ミドルに⾒られる違いは
ありますか。
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＜年収1000万円超を目指すミドルへの転職コンサルタントのアドバイス＞

・何のために年収1000万を目指しているのか、目的を明確にするべき。ミドルの場合は目的と
活躍が⼀致しないと、年収が下がってくる世代です。年収目的だけで転職をしても、また違う
悩みが生じます。目的がどこなら実現できるのか？その場所が適していれば、結果として
年収の⼤幅上昇に結びつくはずです。

・単に高年収を目指すのか、仕事内容、勤務環境を重視するのかで⽅向性も変わってくる。
経験・スキルあっての処遇なので、⾃分の能⼒を⾒極めて活動することが望まれる。

・ネットワーキング、⽇ごろの人間関係を⼤切にする。しかし、年収のためにやっているような
露骨さは絶対ださないこと。⾃然に人のために役⽴とうとする信念が⼤切です。

・30代、40代でリスクをとってチャレンジ。その結果、⼤きく⾃己変革をした⽅は、その後、
魅⼒的な給与と企業との出会いがあると思います。
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〒163-1335 新宿区⻄新宿6-5-1 新宿アイランドタワー
TEL：03-3342-6590 FAX：03-3342-4507 MAIL：en-press@en-japan.com

広報担当：大原、松田、清水本ニュースリリースに関する問合せ先

【調査概要】
■調査⽅法：インターネットによるアンケート
■調査対象：「ミドルの転職」（ https://mid-tenshoku.com/ ）を利用する転職コンサルタント
■有効回答数：109名
■調査期間：2018年8月1⽇ 〜 8月16⽇

経験やテクニカルスキルに加え、よりヒューマンスキルを重視し
たマッチングが求められる30代・40代の転職を、国内最⼤級5万
件以上のミドル向け求人と、オンラインビデオ面談機能などを搭
載した機能的な管理画面でサポートします。 転職活動⾃体の生産
性を向上させることで、⼼的・物理的な負荷を軽減。再就職の決
定までに時間がかかりがちなミドル層の転職を、より円滑なもの
となるよう⽀援します。https://mid-tenshoku.com/

ミ ド ル 世 代 の た め の 転 職 サ イ ト 「 ミ ド ル の 転 職 」
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